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『 そらあい２ ０ ２ ５ 』  空 を愛 する女 性 たちを励 ます賞 に寄 せて 

 

「 空 を愛 する女 性 たちのネットワーク」 ―それが私 たち日 本 女 性 航 空

協 会 の合 言 葉 です。空 を舞 台 に活 躍 し、航 空 輸 送 の安 全 に貢 献 し、

空 の旅 を楽 しみ、また自 ら操 縦 する喜 びを知 るすべての女 性 たちとつな

がり、応 援 する存 在 でありたいと願 っています。 

1997 年 に 始 ま った 「 空 を愛 す る女 性 たち を励 ます 賞 （ 通 称 ： そらあ

い） 」 は、これまで 12 回 にわたり、航 空 業 界 や研 究 機 関 、公 的 機 関 で

活 躍 する女 性 パイオニアを表 彰 し、女 性 の活 躍 が当 たり前 となる社 会

の実 現 に向 けて発 信 してきました。 

21 世 紀 も四 半 世 紀 を迎 え、空 の世 界 での女 性 の活 躍 は定 着 しつつ

あります。しかし、少 子 化 による人 材 不 足 が深 刻 化 する中 、より多 くの女

性 に航 空 業 界 へ飛 び込 んでほしい、そして長 くキャリアを築 いてほしいと

いう思 いは、業 界 全 体 に共 通 しています。 

今 年 開 催 します 『 そら あ い 2025 』 のテ ーマ は「 空 港 を支 え る女 性 た

ち」 。航 空 輸 送 の基 盤 を担 う女 性 たちにスポットを当 て、これまであまり

知 られていなかった業 務 を紹 介 することで、航 空 業 界 の魅 力 を広 くお伝

えできればと期 待 しています。 

空 を愛 する女 性 たちは、出 産 や育 児 といったライフステージとキャリア

の両 立 に悩 みながらも、工 夫 を重 ね、自 らの道 を切 り拓 いています。そん

な女 性 たちの挑 戦 と努 力 に、ぜひ温 かい応 援 をお願 いいたします。 

 

一 般 社 団 法 人  日 本 女 性 航 空 協 会  

理 事 長  浦 松 香 津 子  
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一 般 社 団 法 人 日 本 女 性 航 空 協 会 沿 革  

1952 年  5 月  社団法人日本婦人航空協会創立 

柳田美代子初代理事長、麻生和子会長就任  

1952 年  6 月  国際婦人航空協会  日本支部設立 

1952 年 11 月  月間「婦人航空」発刊 

1953 年  9 月  ソアリングクラブ結成、萩原式 H-22 型滑空機購入、 

藤沢飛行場にて練習開始  

1954 年  3 月  遺族招待飛行事業開始、各地で 32 回の招待飛行  

を実施  

1954 年  5 月  第 2 代西原小まつ理事長就任  

1959 年  9 月  トーキョー・フライングクラブ結成、小型飛行機操縦

練習開始  

1967 年  5 月  第 3 代及位（のぞき）ヤヱ理事長就任  

1976 年  7 月  ９９’日本支部結成承認  

1994 年  9 月  及位理事長 FAI よりポール・ティサンディエ賞受賞  

1995 年 12 月  第 4 代北野蓉子理事長就任、機関紙名称を  

「空のワルツ」へ改名 

1997 年 11 月  第 1 回 ｢空を愛する女性たちを励ます賞 ｣表彰式開催  

2000 年  6 月  「日本女性航空協会」へ名称変更  

2002 年  4 月  創立 50 周年記念小型機による韓国訪問飛行 

2002 年  9 月  空の日表彰にて扇千景国土交通大臣より感謝状授受  

2009 年  5 月  第 5 代鐘尾みや子理事長就任  

2014 年  4 月  公益法人制度改革により一般社団法人へ移行  

2017 年  3 月  女性航空教室共催（現在まで継続中）  

2022 年 10 月  創立 70 年記念オンラインシンポジウム  

「航空業界の扉を開いた女性たち」開催 

2024 年  5 月  第 6 代浦松香津子理事長就任  

2025 年 11 月  そらあい 2025｢空を愛する女性たちを励ます賞 ｣開催  
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2025 年 11 月  そらあい 225「空を愛する女性たちを励ます賞」開催  
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利用者の安全を守る 

空港消防は、国内の主要空港およびその周辺地

域において、航空機事故などの緊急事態が発生し

た際に、消火・救難活動を担っています。 

東京国際空港は、面積 1,516 ヘクタールを誇る

日本最大の空港で、世界でも 5 番目に利用者数が

多い活気ある空港です。航空機事故が発生した場

合、国際基準に基づき、3 分以内に現場へ到着し、

消火・救難活動を開始することが求められます。 

そのため、現場ではさまざまな特殊車両が配備

されています。大型化学消防車をはじめ、消防車

両に水を補給する給水車、救助活動に必要な資器

材を積載・夜間の活動に欠かせない照明を提供す

る救難照明車などが整備されています。 

さらに、事故発生時には救護所の設置や医療資

器材の搬送、傷病者の搬送に対応する救急医療

資器材搬送車も活躍します。 

 

 

万一の航空機緊急事態出動のため、日々訓練 

迅速かつ的確な対応を行うため、消防のスキル

に加え、大型・けん引車両の運転技術、空港の特

性、航空機の構造等、幅広い技能・知識が必要で

す。また、過酷な災害現場に対応できるよう、体力

錬成にも力を入れ、いついかなる時でも出動できる

体制を整えています。 

 

大切にしていること 
 現場で活動する際、お互いに命を預けているため、小

さなミスにより息が合わないだけでケガにつながります。 

勤務の日は必ず同じ車両に乗るバディーを気にかけ、先

のことを見越して考えるよう、日頃から心がけています。 

 

航空保安協会では、各種教育、資格取得費用

補助等、人材育成制度が充実しているため未経験

であっても、安心して業務に就くことができます。 

           

  空港消防職員       一般財団法人 航空保安協会 
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グランドハンドリングは航空機の運航に欠か

せないプロフェッショナルな仕事 

グランドハンドリング（通称グラハン）の業務は多

岐にわたりますが、航空機の安全な移動を担う誘導

スタッフの主な役割は、マーシャリング、トーイング

そしてプッシュバックの 3 つです。 

着陸した航空機は自走でスポットへ向かい、マー

シャラーがオレンジ色のパドルで停止位置まで誘

導します。航空機を正確な位置に停止させることは

非常に重要で、停止位置がずれると、ボーディン

グ・ブリッジが正しく接続できず、乗客の乗降に支障

をきたします。そのため、パイロットはマーシャラー

の合図に細心の注意を払って従います。航空機が

無事に停止すると、マーシャラーは軽くお辞儀をし、

パイロットも笑顔で応えることがあります。そんな瞬

間には、互いの信頼と敬意が感じられます。 

また、トーイングは航空機を別のスポットや格納

庫へ移動させる作業、プッシュバックは誘導路まで

押し出す作業で、航空機の安全な運航を支える重

要な業務です。 

 

 

 

 

 

 

搭載業務は、グランドハンドリングの核となる

ポジション 
航空機がスポットに到着すると、地上スタッフが

一斉に動き出します。貨物室からコンテナが次々と

運び出され、小型のトーイングトレーラーが複数の

コンテナを引いて走り去ります。すぐに次のフライト

への準備が始まり、乗客の搭乗を終えると、コックピ

ットからのプッシュバックの連絡を受けて出発となり

ます。巨大な航空機の地上作業は、スタッフの緻密

な連携と高い技術によって支えられています。 

 

グラハン女子が大活躍 

グランドハンドリング業務には多くの専門資格が

必要で、入社後は研修を重ねながら一つずつ取得

していきます。 

JAL グランドサービスでは、子育て中のスタッフ

による「ママさんチーム」も活躍中。ライフステージ

に合わせてスキルとキャリアを両立させながら、

日々の業務に真摯に取り組んでいます。 

           

グランドハンドリング    

 

株式会社 JAL グランドサービス  
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航空機の安全な運航を支える 

『情報のスペシャリスト』 

 国土交通省航空局は、航空機が安全な運航を

実現できるよう、日々様々な業務を行っています。

「航空管制運航情報官」は、パイロットが安心して運

航できるよう、『情報のスペシャリスト』として、次の広

範な業務を行っています。 

①空港への離着陸や飛行中の航空機に対して、

安全運航に必要となる空港の運用状況や周辺飛

行中の航空機、気象情報などを無線電話により

提供する対空援助業務 

②飛行中の航空機を監視し、行方不明や不時着

するような航空機が発生した場合、全国の空港や

管制機関から各種情報を収集、防衛省や海上保

安庁などの関係省庁、国際捜索救難機関とも連

携して航空機の捜索及び搭乗者の救助を行う捜

索救難業務 

③滑走路や誘導路の安全確保のための点検や 

 

工事作業の実施に係る調整、駐機場所の割り当

て調整などを行う飛行場情報業務 

④日本に乗り入れている外国航空機への安全基

準を満たしているか検査を行う運航援助情報業

務 

 

女性進出が進んでいる職業 

航空管制運航情報官として働くためには、関西

国際空港に隣接して設置されている「国土交通省

航空保安大学校 航空情報科」に入校し、２年間の

研修により必要な技能証明を取得する必要がありま

す。その後、全国の空港や地方航空局、国土交通

省航空局に配置され、キャリアパスを積み上げてい

くこととなります。 

同校航空情報科の女性入校者は近年５割を超え、

女性進出が進んでいる職業であり、育児休業を取

得しやすい職場づくりなど、女性が働きやすい環境

構築を進めています。 

 

           

航空管制運航情報官  国土交通省航空局 
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空港の安心、安全を光で守る「光」と「電気」の   

プロフェッショナル 

夜の空港には色とりどりのライトがあってとてもきれ

いですが、それはもちろん航空機のパイロットが、航

空機の離着陸や地上走行を行うために、滑走路の位

置や形、地上走行ルートを確認するためのものです。 

空港及びその周辺には「航空灯火」と呼ばれるライ

トが設置されています。航空灯火は、色、光の強さ、

配置、配光が国際基準に沿って航空法で決められて

おり、その維持管理（運用・保守）を行っているのが、

航空局の職員である航空灯火・電気技術官です。彼

ら／彼女らの業務は大きく分けて、航空灯火の維持

管理と、航空灯火やレーダー施設などに電力供給す

る電気施設の維持管理を行う業務があります。 

航空灯火や電気施設に異常が発生していないか、

正常に稼働しているかを 24 時間 365 日、常時監視

し、不具合が発生した際は現場に急行し復旧対応を

行います。当然、電気を扱う仕事のため専門的な知

識が必要となります。この仕事に就くためには、電気

工学の勉強を行い、国家公務員試験の技術系に合

格後、航空局の電気職が在職している官署に採用さ

れるか、又は、電気関連の社会人経験者の選考採

用があります。採用後は、航空保安大学校等にて航

空灯火・電気技術管理業務研修やＯＪＴなどを通じて、

常に知識や技術をスキルアップしながら業務に従事

しています。 

航空灯火の点検は、航空機の離着陸がない時間

帯に空港内で実施しており、縁の下の力持ちのような

業務です。滑走路に並ぶ灯火はとても美しく、感動的

ですが、その灯火が異常なく点灯しているのを見ると

自分の業務が航空機の安全運航に貢献していると実

感できる瞬間であり、誇りを感じる瞬間です。 

 

女性職員が少ないながらも活躍中 

電気に関する専門的な知識が必要なため、男性

が多い職場ですが、令和７年４月には全国で約 210

名のうち 16 名の女性職員が男性と同様に業務を行

っています。公務員ゆえ福利厚生制度も充実しており、

安心してキャリアを継続し空の安全のため活躍して

います。 

 

           

 航空灯火・電気技術官  国土交通省航空局 
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ターミナルビルの「絶対安全の確立」と「旅客

利便の向上」がモットー 

羽田空港の第 1・第 2 ターミナルビルを中心に、

365 日 24 時間体制で「空港の安全を守る」という揺

るぎない使命のもと警備業務を担っています。 

空港を利用されるお客様や空港で働くスタッフが

安心して過ごせる環境はセキュリティスタッフの献

身的な活動によって支えられています。 

ターミナルビル内の巡回警備や防災センターで

の監視業務はもちろんのこと、お客さまが利用する

施設以外の従業員用エリアも含めターミナルビル全

館を警備・監視しています。 

また、羽田空港の第 1・第 2・第 3 ターミナルビル

において、ハイジャック、航空機爆破などの不法妨

害行為等を未然に防ぐため、制限区域・保安区域

に入場する空港関係者、その所持品、搬入物品な

どに対し、お客様に対するのと同様に X 線検査装

置、金属探知機といった検査機器による保安検査

業務を行っています。 

 

 

警備業法などの法令に基づいた教育内容と、長

年培ってきた実務ノウハウを体系化した訓練プログ

ラムにより、自衛消防技術認定試験、上級救命講

習、防災センター要員講習などの資格取得を推進。

さらに、施設警備業務検定などの国家資格取得も

積極的に支援しています。 

また、羽田空港内の各事業者が行う防災訓練や

AED の使用方法等を学ぶ救命講習では講師を担

うなど空港全体の安全意識向上に貢献しています。 

女性隊員が活躍！ 

女性隊員は、上記の業務に男性隊員とともに携

わるとともに、男性隊員が立ち入れない女性トイレ

や授乳室などを巡回・点検し、不審者や不審物の

早期発見に努めるほか、体調不良のお客さまへの

お声がけや応急手当など、女性ならではの気配りと

きめ細やかなサービスを提供しています。 

また、福利厚生制度も充実しており、ライフステ

ージに応じた柔軟な働き方が可能で、長く安心して

働ける環境が整っています。 

 

          

空港セキュリティスタッフ  羽田エアポートセキュリティー㈱ 
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快適な旅をお客様へ届ける、案内スタッフ

は、空港の顔 

 成田国際空港では、1 日あたり約 11 万人以上の

お客様が利用しており、その 6 割以上を外国人旅

行者が占めています。空港を訪れる多くの人々にと

って心強い存在となっているのが、旅客案内スタッ

フです。 

インフォメーションカウンターでは、施設案内はも

ちろん、車いすやベビーカーの貸し出し、呼び出し

放送など、まさに“日本のおもてなし”の最前線を担

っています。さらに、空港ロビーをくまなく巡回し、テ

レビ電話やタブレットなどのデジタルツールを活用

しながら、幅広い案内や相談対応を行っています。 

こうしたサービスの質を高めるため、スタッフは

日々スキルの向上に努めています。英語はもちろ

ん、多言語対応などの語学力に加え、手話やお手

伝いが必要なお客様への介助サービスの資格取

得など、知識の研鑽を重ねています。常に最新の

情報を取り入れながら、外国人旅行者にも日本人

にも頼れる存在として、空港の安心と快適を支えて

います。  

 

 

働くひとの“これから”に 

そっと寄り添える職場です。 

成田国際空港振興協会は、成田国際空港株式

会社の関連団体として、空港を訪れるすべての

方々に安心と快適をお届けすることを大切にし、旅

客案内業務をはじめとする様々な事業に取り組ん

でいます。 

職場では、産休・育休の取得と職場復帰が自然

と根づいており、時短勤務や休暇取得のしやすさな

ど、ライフステージに合わせた柔軟な働き方が可

能です。女性管理職の比率も着実に高まりつつあり、

性別や家庭環境にかかわらず、誰もが安心して働

ける環境づくりを進めています。 

また、企業主導型保育事業「保育ルームたんぽ

ぽ」の運営を通じて、協会職員だけでなく空港全体

の子育て世代を支援し、仕事と育児の両立を支え

る環境整備にも力を注いでいます。こうした制度と

風土のもと、職員の定着率は高く、ライフイベントを

経ても長く勤め続けられる職場として、多くのスタッ

フが空港の第一線で活躍しています。 

 

          

 空港案内スタッフ  （一財）成田国際空港振興協会 
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「家族だけで頑張る子育て」から 

「みんなで支える子育て」へ 

はじまりは、長距離乗務がついたものの、 コロ

ナ禍でお泊り保育ができず、シッターを探すのに

四苦八苦したという同僚の話を聞いたことでした。

それを聞いて、同じ客室乗務員同士で助け合え

る仕組みを作れないかと考えました。そうして誕

生したのがチャイルドケアステーションです。 

 2022 年に ANA グループ内のビジネスコンテス 

トに挑戦したところ最終通過し、2023 年 9 月から

実証実験を開始しました。保育のサポーターを

募り、研修を受けてもらって登録。保育サポータ

ーを探す社員とのマッチングをする取り組みです。 

 保育サポーターは、主に現役の ANACA、そし 

て最近は ANA エアポートサービス、NRT エアポ

ートサービスのサポーターも誕生し活躍していま

す。また ANA グループの DNA を持った退職者

サポーターも増えてきました。 継続的に利用でき

るように料金設定にもこだわりました。 

 サポートの対象は 1 歳から 15 歳までと幅広く、

仕事だけでなく、所用やリフレッシュなど一時預

かりにも利用してもらい、働くママさんの時間的、

精神的な負担が減れば嬉しいとのこと。今後実

績を重ね、事業として成立することを目標に日々

努力しているスタッフの皆さんです。 

 

「気軽に人に頼ることができる」保育・子育

てのシステムはこれから必要な社会の姿 

 育児はいつも母親の負担が大きくなりがちです。

育児休職が終わっても子育てはずっと続きます 。

子供は大切に育てたい、仕事のキャリアも手放し

たくないという当たり前の思いに、社会が応えてい

かなければなりません。  

既存のサービスに頼るだけでなく、仲間で子育

てを助け合う環境を自ら作り出していくという、チ

ャイルドケアステーションの皆さんの行動力と熱

い思いに、当協会は深く感銘し、そらあい 2025 の

特別賞を授与します。 

           

チャイルド ケア ステーション 
 

 

ANA ホールディングス株式会社 
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 協賛・賛助企業 

全日本空輸株式会社 

株式会社 Japan Biz Aviation  

成田国際空港株式会社 

日本空港ビルデング株式会社 

学校法人神野学園 中日本航空専門学校 

株式会社 A.R.T. アビオン エアラインスクール 

ACTYLIESE CREWNET 

AIRSTREAM JAPAN  株式会社ノアタウン 
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